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(57)【要約】
【課題】配送情報を処理して出動を確認する方法とサー
バを提供する。
【解決手段】配送情報処理方法は商品販売サーバに登録
された商品のうち配送が求められた複数の配送商品に対
する属性情報、及び前記複数の配送商品が配送される位
置情報を受信し、前記複数の配送商品をユーザに配送す
る少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報及び前
記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情
報を受信し、前記属性情報、位置情報、領域情報及び積
載情報に基づいて（ｉ）前記複数の配送商品のうち共に
配送するおまとめ商品、（ｉｉ）前記少なくとも１つの
配送者のうち前記おまとめ商品を配送する最適配送者、
（ｉｉｉ）前記最適配送者が前記おまとめ商品を配送で
きる少なくとも１つの候補配送経路を決定し、前記少な
くとも１つの候補配送経路に対する最適配送者の移動距
離及び最適配送者の予想待機時間を前記少なくとも１つ
の候補配送経路のうち最適配送者がおまとめ配送するた
めの最適配送経路を決定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品販売サーバに登録された商品のうち、配送が求められた複数の配送商品に対する属
性情報及び前記複数の配送商品が配送される位置情報を受信するステップと、
　前記複数の配送商品をユーザに配送する少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報
、及び前記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報を受信するステップと
、
　前記属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報に基づいて（ｉ）前記複数の配送商
品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）前記少なくとも１つの配送者のうち前記お
まとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）前記最適配送者が前記おまとめ商品を配送
できる少なくとも１つの候補配送経路を決定するステップと、
　前記少なくとも１つの候補配送経路に対する最適配送者の移動距離及び最適配送者の予
想待機時間を考慮し、前記少なくとも１つの候補配送経路のうち最適配送者がおまとめ配
送するための最適配送経路を決定するステップと、
　を含む、ことを特徴とする配送情報処理方法。
【請求項２】
　前記おまとめ商品は、前記最適配送者の運送手段に積載できる重さ及び体積を超過しな
いように前記複数の配送商品のうちから決定される、ことを特徴とする請求項１に記載の
配送情報処理方法。
【請求項３】
　前記おまとめ商品は、前記おまとめ商品が配送される位置が前記最適配送者の配送可能
領域に含まれるように前記複数の配送商品のうちから決定される、ことを特徴とする請求
項１に記載の配送情報処理方法。
【請求項４】
　前記最適配送者は、前記おまとめ商品の準備時間、前記最適配送者がおまとめ商品を受
領する受領位置、前記おまとめ商品に関する配送許容時間、及び前記おまとめ商品が配送
されるときの交通情報のうち少なくとも１つを用いて前記少なくとも１つの配送者が決定
される、ことを特徴とする請求項１に記載の配送情報処理方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの候補配送経路は、前記最適配送者がおまとめ商品を受領する受領
位置、前記おまとめ商品が配送される位置、及び前記最適配送者の位置を用いて決定され
る、ことを特徴とする請求項１に記載の配送情報処理方法。
【請求項６】
　前記属性情報は、前記複数の配送商品の重さと体積に関する情報を含み、
　前記領域情報は、前記少なくとも１つの配送者が商品配送を実行できるものと予め設定
された配送可能領域に関する情報を含み、
　前記積載情報は、前記少なくとも１つの配送者の運送手段に積載できる重さ及び体積に
関する情報を含む、ことを特徴とする請求項１に記載の配送情報処理方法。
【請求項７】
　前記おまとめ商品に関する希望配送時間情報が受信された場合、前記希望配送時間情報
、位置情報、前記配送者が前記おまとめ商品を受領する受領位置に関する情報に基づいて
、前記最適配送経路に関する情報を前記最適配送者のエージェント端末に送信する最適時
間を決定するステップと、
　前記最適時間にエージェント端末に前記最適配送経路に関する情報を送信するステップ
と、
　をさらに含む、ことを特徴とする請求項１に記載の配送情報処理方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの配送者の位置情報と時間情報に基づいて前記少なくとも１つの配
送者の移動速度を決定するステップと、
　前記少なくとも１つの配送者の移動速度と前記少なくとも１つの配送者の出動有無をチ
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ェックするための閾値速度とを比較するステップと、
　前記少なくとも１つの配送者の移動速度が閾値速度を超過する場合、少なくとも１つの
配送者が出動したと判断するステップと、
　をさらに含み、
　前記領域情報及び積載情報を受信するステップは、前記出動したと判断された少なくと
も１つの配送者に関する領域情報及び積載情報を受信する、ことを特徴とする請求項１に
記載の配送情報処理方法。
【請求項９】
　サーバで行われる配送情報処理方法において、
　商品販売サーバから配送商品に対する希望配送時間情報及び前記配送商品が配送される
位置情報を受信するステップと、
　前記配送商品をユーザに配送する配送者が前記配送商品を受領する受領位置を前記位置
情報に基づいて決定するステップと、
　前記受領位置に関する情報、希望配送時間情報、及び位置情報に基づいて前記配送者の
エージェント端末に前記配送商品に対する配送情報を送信する最適時間を決定するステッ
プと、
　前記最適時間にエージェント端末に配送情報を送信するステップと、
　を含む、ことを特徴とする配送情報処理方法。
【請求項１０】
　前記最適時間を決定するステップは、前記配送者が前記受領位置まで移動するためにか
かる時間情報、前記配送者が前記受領位置から前記配送商品が配送される位置に移動する
ためにかかる時間情報、前記配送者が配送を行う時の交通情報のうち少なくとも１つをさ
らに考慮して前記最適時間を決定する、ことを特徴とする請求項９に記載の配送情報処理
方法。
【請求項１１】
　前記ユーザに配送商品が配送された場合、前記配送商品の配送に関する履歴情報に基づ
いて前記最適時間を決定するモデルをアップデートするステップをさらに含み、
　前記最適時間を決定するステップは、前記アップデートされたモデルを用いて最適時間
を決定する、ことを特徴とする請求項９に記載の配送情報処理方法。
【請求項１２】
　前記受領位置に前記配送商品がない場合、前記配送者が受領位置に到達する前に前記配
送商品が受領位置に移動するよう、前記受領位置に関する情報を配送商品を保管している
商品保管所のサービス端末に送信するステップをさらに含む、ことを特徴とする請求項９
に記載の配送情報処理方法。
【請求項１３】
　前記希望配送時間情報及び位置情報を受信するステップは、
　前記商品販売サーバに登録された商品のうち配送が求められた複数の配送商品に対する
属性情報、希望配送時間情報、及び位置情報を受信し、
　前記配送商品は、前記複数の配送商品のうち共に配送されるおまとめ商品として決定さ
れた商品であり、
　前記配送者は、ユーザに配送する少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報、前記
少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報、属性情報、希望配送時間情報、
及び位置情報に基づいて前記少なくとも１つの配送者のうち前記おまとめ商品を配送する
最適配送者に決定された配送者である、ことを特徴とする請求項９に記載の配送情報処理
方法。
【請求項１４】
　前記配送者の位置情報と時間情報に基づいて前記配送者の移動速度を決定するステップ
と、
　前記配送者の移動速度と前記配送者の出動有無をチェックするための閾値速度とを比較
するステップと、
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　前記配送者の移動速度が閾値速度を超過する場合、配送者が出動したと判断するステッ
プと、
　をさらに含み、
　前記配送情報を送信するステップは、前記出動したと判断された配送者のエージェント
端末に前記配送情報を送信する、ことを特徴とする請求項９に記載の配送情報処理方法。
【請求項１５】
　配送商品をユーザに配送する配送者の位置情報及び時間情報を確認するステップと、
　前記位置情報及び時間情報に基づいて前記配送者の移動速度を決定するステップと、
　前記配送者の移動速度と前記配送者の出動有無をチェックするための閾値速度とを比較
するステップと、
　前記配送者の移動速度が閾値速度を超過する場合、前記配送者が出動したと判断するス
テップと、
　前記出動したと判断された配送者のエージェント端末に出動通知又は配送情報を送信す
るステップと、
　を含む、ことを特徴とする配送者に対する出動確認方法。
【請求項１６】
　前記エージェント端末から前記出動通知又は配送情報に対する応答として出動の取消し
に対する要求を受信するステップと、
　前記要求に応じて前記配送者に対する出動確認を取り消すステップと、
　をさらに含む、ことを特徴とする請求項１５に記載の出動確認方法。
【請求項１７】
　商品販売サーバに登録された商品のうち、配送が求められた複数の配送商品に対する属
性情報及び前記複数の配送商品が配送される位置情報を受信するステップと、
　前記複数の配送商品をユーザに配送する少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報
、及び前記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報を受信するステップと
、
　前記属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報に基づいて（ｉ）前記複数の配送商
品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）前記少なくとも１つの配送者のうち前記お
まとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）前記最適配送者が前記おまとめ商品を配送
できる少なくとも１つの候補配送経路のうち前記最適配送者がおまとめ配送するための最
適配送経路を決定するステップと、
　をさらに含み、
　前記少なくとも１つの配送者は出動したと判断された配送者である、ことを特徴とする
請求項１５に記載の出動確認方法。
【請求項１８】
　前記配送商品に関する希望配送時間情報が受信された場合、前記希望配送時間情報、前
記配送商品が配送される位置情報、前記配送者が配送商品を受領する受領位置に関する情
報に基づいて、前記配送情報をエージェント端末に送信する最適時間を決定するステップ
と、
　前記最適時間にエージェント端末に前記配送情報を送信するステップと、
　をさらに含む、ことを特徴とする請求項１５に記載の出動確認方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は配送情報を処理して出動を確認する方法及びサーバに関し、より詳しくは
、複数の配送商品を共に配送するおまとめ配送を行い、ユーザが要求した時間に商品を配
送する適時配送を行って配達者の出動有無を確認する方法及びサーバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報通信ネットワーク及び様々な情報通信機器の普及により、従来の経済活動方法と取
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引手段、取引対象及び取引範囲が様々に変化している。例えば、インターネット技術の発
達とコンピュータ普及の拡散により、現実空間で消費者と販売者が対面しながら取引する
方式が、インターネット媒体の活用を用いてインターネット上の仮想空間における電子商
取引に変わりつつ、このような取引方式の変化により、電子商取引で取引された商品を配
送するサービスに関する要求が次第に増加している。
【０００３】
　配送される商品量は次第に増加しているにも関わらず商品を配送する配送者の数は不足
し、商品を配送するために必要とされる費用は高い方であり、ユーザは商品が配送される
時間を予測し難い。また、商品配送が増加するにつれて配送者の数も増加しているが、配
送者を効率よく管理するためのシステムがない状態である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、商品販売サーバに登録された商品のう
ち、配送が求められた複数の配送商品に対する属性情報及び前記複数の配送商品が配送さ
れる位置情報を受信するステップと、前記複数の配送商品をユーザに配送する少なくとも
１つの配送者が配送できる領域情報、及び前記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送で
きる積載情報を受信するステップと、前記属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報
に基づいて（ｉ）前記複数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）前記少
なくとも１つの配送者のうち前記おまとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）前記最
適配送者が前記おまとめ商品を配送できる少なくとも１つの候補配送経路を決定するステ
ップと、前記少なくとも１つの候補配送経路に対する最適配送者の移動距離及び最適配送
者の予想待機時間を考慮し、前記少なくとも１つの候補配送経路のうち最適配送者がおま
とめ配送するための最適配送経路を決定するステップとを含む。
【０００５】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記おまとめ商品は、前記最適配送者
の運送手段に積載できる重さ及び体積を超過しないように前記複数の配送商品のうちから
決定されされてもよい。
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記おまとめ商品は、前記おまとめ商
品が配送される位置が前記最適配送者の配送可能領域に含まれるように前記複数の配送商
品のうちから決定されてもよい。
【０００７】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記最適配送者は、前記おまとめ商品
の準備時間、前記最適配送者がおまとめ商品を受領する受領位置、前記おまとめ商品に関
する配送許容時間、及び前記おまとめ商品が配送されるときの交通情報のうち少なくとも
１つを用いて前記少なくとも１つの配送者が決定されてもよい。
【０００８】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記少なくとも１つの候補配送経路は
、前記最適配送者がおまとめ商品を受領する受領位置、前記おまとめ商品が配送される位
置、及び前記最適配送者の位置を用いて決定されてもよい。
【０００９】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記属性情報は、前記複数の配送商品
の重さと体積に関する情報を含み、前記領域情報は、前記少なくとも１つの配送者が商品
配送を実行できるものと予め設定された配送可能領域に関する情報を含み、前記積載情報
は、前記少なくとも１つの配送者の運送手段に積載できる重さ及び体積に関する情報を含
んでもよい。
【００１０】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記おまとめ商品に関する希望配送時
間情報が受信された場合、前記希望配送時間情報、位置情報、前記配送者が前記おまとめ
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商品を受領する受領位置に関する情報に基づいて、前記最適配送経路に関する情報を前記
最適配送者のエージェント端末に送信する最適時間を決定するステップと、前記最適時間
にエージェント端末に前記最適配送経路に関する情報を送信するステップとをさらに含ん
でもよい。
【００１１】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記少なくとも１つの配送者の位置情
報と時間情報に基づいて前記少なくとも１つの配送者の移動速度を決定するステップと、
前記少なくとも１つの配送者の移動速度と前記少なくとも１つの配送者の出動有無をチェ
ックするための閾値速度とを比較するステップと、前記少なくとも１つの配送者の移動速
度が閾値速度を超過する場合、少なくとも１つの配送者が出動したと判断するステップと
をさらに含み、前記領域情報及び積載情報を受信するステップは、前記出動したと判断さ
れた少なくとも１つの配送者に関する領域情報及び積載情報を受信してもよい。
【００１２】
　本発明の一実施形態に係るサーバで行われる配送情報処理方法は、商品販売サーバから
配送商品に対する希望配送時間情報及び前記配送商品が配送される位置情報を受信するス
テップと、前記配送商品をユーザに配送する配送者が前記配送商品を受領する受領位置を
前記位置情報に基づいて決定するステップと、前記受領位置に関する情報、希望配送時間
情報、及び位置情報に基づいて前記配送者のエージェント端末に前記配送商品に対する配
送情報を送信する最適時間を決定するステップと、前記最適時間にエージェント端末に配
送情報を送信するステップとを含む。
【００１３】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記最適時間を決定するステップは、
前記配送者が前記受領位置まで移動するためにかかる時間情報、前記配送者が前記受領位
置から前記配送商品が配送される位置に移動するためにかかる時間情報、前記配送者が配
送を行う時の交通情報のうち少なくとも１つをさらに考慮して前記最適時間を決定しても
よい。
【００１４】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記ユーザに配送商品が配送された場
合、前記配送商品の配送に関する履歴情報に基づいて前記最適時間を決定するモデルをア
ップデートするステップをさらに含み、前記最適時間を決定するステップは、前記アップ
デートされたモデルを用いて最適時間を決定してもよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記受領位置に前記配送商品がない場
合、前記配送者が受領位置に到達する前に前記配送商品が受領位置に移動するよう、前記
受領位置に関する情報を配送商品を保管している商品保管所のサービス端末に送信するス
テップをさらに含んでもよい。
【００１６】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法において、前記希望配送時間情報及び位置
情報を受信するステップは、前記商品販売サーバに登録された商品のうち配送が求められ
た複数の配送商品に対する属性情報、希望配送時間情報、及び位置情報を受信し、前記配
送商品は、前記複数の配送商品のうち共に配送されるおまとめ商品として決定された商品
であり、前記配送者は、ユーザに配送する少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報
、前記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報、属性情報、希望配送時間
情報、及び位置情報に基づいて前記少なくとも１つの配送者のうち前記おまとめ商品を配
送する最適配送者に決定された配送者であってもよい。
【００１７】
　本発明の一実施形態に係る配送情報処理方法は、前記配送者の位置情報と時間情報に基
づいて前記配送者の移動速度を決定するステップと、前記配送者の移動速度と前記配送者
の出動有無をチェックするための閾値速度とを比較するステップと、前記配送者の移動速
度が閾値速度を超過する場合、配送者が出動したと判断するステップとをさらに含み、前
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記配送情報を送信するステップは、前記出動したと判断された配送者のエージェント端末
に前記配送情報を送信してもよい。
【００１８】
　本発明の一実施形態に係る配送出動確認方法は、配送商品をユーザに配送する配送者の
位置情報及び時間情報を確認するステップと、前記位置情報及び時間情報に基づいて前記
配送者の移動速度を決定するステップと、前記配送者の移動速度と前記配送者の出動有無
をチェックするための閾値速度とを比較するステップと、前記配送者の移動速度が閾値速
度を超過する場合、前記配送者が出動したと判断するステップと、前記出動したと判断さ
れた配送者のエージェント端末に出動通知又は配送情報を送信するステップとを含む。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係る配送出動確認方法は、前記エージェント端末から前記出動通
知又は配送情報に対する応答として出動の取消しに対する要求を受信するステップと、前
記要求に応じて前記配送者に対する出動確認を取り消すステップとをさらに含んでもよい
。
【００２０】
　本発明の一実施形態に係る配送出動確認方法は、商品販売サーバに登録された商品のう
ち、配送が求められた複数の配送商品に対する属性情報及び前記複数の配送商品が配送さ
れる位置情報を受信するステップと、前記複数の配送商品をユーザに配送する少なくとも
１つの配送者が配送できる領域情報、及び前記少なくとも１つの配送者がおまとめ配送で
きる積載情報を受信するステップと、前記属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報
に基づいて（ｉ）前記複数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）前記少
なくとも１つの配送者のうち前記おまとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）前記最
適配送者が前記おまとめ商品を配送できる少なくとも１つの候補配送経路のうち前記最適
配送者がおまとめ配送するための最適配送経路を決定するステップとをさらに含み、前記
少なくとも１つの配送者は出動したと判断された配送者であってもよい。
【００２１】
　本発明の一実施形態に係る配送出動確認方法は、前記配送商品に関する希望配送時間情
報が受信された場合、前記希望配送時間情報、前記配送商品が配送される位置情報、前記
配送者が配送商品を受領する受領位置に関する情報に基づいて、前記配送情報をエージェ
ント端末に送信する最適時間を決定するステップと、前記最適時間にエージェント端末に
前記配送情報を送信するステップとをさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の一実施形態によると、複数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品を決定
し、おまとめ商品を配送する最適配送者を決定し、最適配送者がおまとめ商品を配送でき
る最適配送経路を決定することで、数多い商品を効率よく配送して配送に必要とされる費
用を効率よく減らすことができる。
【００２３】
　本発明の一実施形態によると、ユーザの所望する時間に配送を行うことによって、配送
サービスを用いるユーザの満足度を大きく向上することができる。
【００２４】
　本発明の一実施形態によると、商品を配送する配送者の出動有無を自動チェックするこ
とで、正規的に出動時間が決められなくても配送者を効率よく管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】一実施形態により配送情報処理方法を行う装置を示す図である。
【図２】一実施形態により配送情報処理方法を行う装置を示す図である。
【図３】一実施形態によりおまとめ配送を配送する最適配送者を決定する例示的な過程を
説明するための図である。
【図４】一実施形態によりおまとめ商品が配送されることができる少なくとも１つの候補
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配送経路のうち、最適配送経路を決定する例示的な過程を説明するための図である。
【図５】一実施形態によりおまとめ商品が配送されることができる少なくとも１つの候補
配送経路のうち、最適配送経路を決定する例示的な過程を説明するための図である。
【図６】一実施形態によりおまとめ商品が配送されることができる少なくとも１つの候補
配送経路のうち、最適配送経路を決定する例示的な過程を説明するための図である。
【図７】一実施形態によりユーザによって設定された希望配送時間に商品が配送されるよ
うに配送情報を送信する過程を説明するためのフローチャートである。
【図８】他の一実施形態によりユーザによって設定された希望配送時間に商品が配送され
る過程を説明するためのフローチャートである。
【図９】更なる一実施形態により希望配送時間に商品が配送される例示的な過程を説明す
るための図である。
【図１０】一実施形態により配送者の出動有無を確認する過程を説明するためのフローチ
ャートである。
【図１１】一実施形態によりユーザによって設定された希望配送時間によりおまとめ配送
が行われる過程を説明するためのフローチャートである。
【図１２】一実施形態により配送情報処理方法を行う装置の細部構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態について添付の図面を参照しながら詳細に説明する。
　明細書において「含む」の意味は、特に否定される記載がない限り他の構成要素を排除
するものではなく、他の構成要素も追加的に含むことを意味する。
【００２７】
　図１は、一実施形態により配送情報処理方法を行う装置を示す図である。
　図１を参照すると、配送情報処理方法を行うサーバ１１０、商品販売サーバ１２０、ユ
ーザ端末１３０、エージェント端末１４０、及びサービス端末１５０が示されている。
【００２８】
　サーバ１１０は配送情報を処理又は管理する装置として、１つ以上の他の電子装置と通
信を行うことでユーザが要求した配送に関する情報を処理する。サーバ１１０は、商品販
売サーバ１２０に登録された商品のうち配送が求められた配送商品に関する情報を受信し
てもよい。サーバ１１０は、配送商品に関する情報に基づいて配送情報を決定し、配送情
報をエージェント端末１４０及びサービス端末１５０の少なくとも１つに送信してもよい
。
【００２９】
　商品販売サーバ１２０は、登録された商品を含むリストをユーザ端末１３０に提供する
装置を意味する。商品販売サーバ１２０は、リストに含まれた商品に関する注文情報をユ
ーザ端末１３０から受信してもよい。
【００３０】
　ここで、注文情報は、ユーザ情報及び配送商品情報のうち少なくとも１つを含んでもよ
い。ユーザ情報はユーザに関する情報を意味し、例えば、ユーザ識別情報、注文情報に含
まれた商品が配送される位置情報、ユーザ電話番号情報などを含んでもよい。配送商品情
報は、リストに含まれた商品のうち、配送が求められた配送商品に関する情報を意味する
。配送商品は、ユーザの注文により配送が求められた商品を意味する。例えば、配送商品
情報は、商品識別情報、商品価格情報、商品数量情報、商品販売店識別情報、商品販売店
名称情報、商品販売店位置情報、商品販売店電話番号情報、選択事項情報などを含んでも
よい。
【００３１】
　ユーザ端末１３０は、データ通信により商品注文を要求する装置として、例えば、スマ
ートフォン、タブレットコンピュータ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａ
ｓｓｉｓｔａｎｔ）、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、テレビ、
ウェアラブル装置などを含んでもよい。ユーザ端末１３０は、商品販売サーバ１２０に登
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録された商品の少なくとも１つに対する配送要求を含む注文情報を商品販売サーバ１２０
に送信してもよい。
【００３２】
　エージェント端末１４０は配送者が保有する端末として、データ通信を介して配送商品
に対する配送情報を受信する。例えば、エージェント端末１４０は、スマートフォン、タ
ブレットコンピュータ、ＰＤＡ、ウェアラブル装置を含んでもよい。
【００３３】
　ここで、配送情報は、ユーザ端末１３０から配送が求められた配送商品に関する情報を
意味する。例えば、配送情報は、配送商品が配送される位置情報、配送者が配送商品を受
領する受領位置に関する情報、配送経路に関する情報、配送商品に関する希望配送時間情
報のうち少なくとも１つを含んでもよい。位置情報は、ユーザ端末１３０によって設定さ
れた情報として、ユーザが配送商品を受信することを希望する位置に関する情報を意味す
る。受領位置に関する情報は、配送者が商品配送を行うために配送商品を受領する位置（
例えば、商品販売店又は商品保管所）に関する情報を意味する。配送経路に関する情報は
、配送者が商品配送を行うために移動する経路に関する情報を意味する。希望配送時間情
報は、配送を要求するユーザが配送商品を受信することを希望する時間に関する情報とし
て、ユーザ端末１３０によって設定されてもよい。
【００３４】
　サービス端末１５０は、商品を提供する商品販売店又は商品保管所に備えられた装置と
して、例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ＰＤＡ、ラップトップコンピ
ュータ、デスクトップコンピュータ、テレビ、ウェアラブル装置、ＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　
Ｏｆ　Ｓａｌｅ）端末などを含んでもよい。商品販売店は商品をユーザに販売するための
商店を意味し、商品保管所は商品を保管するための場所として、例えば、物流倉庫、中間
支局などを意味する。
【００３５】
　サービス端末１５０は、サーバ１１０から配送商品の在庫確認要求に応答して配送商品
の在庫に関する情報をサーバ１１０に送信する。配送商品の在庫に関する情報は、当該商
品販売店又は商品保管所で保有している配送商品の数量情報、及び当該商品販売店又は商
品保管所で配送商品を準備するために必要とされる準備時間に関する情報を含んでもよい
。準備時間は、商品販売店又は商品保管所にあるサービス提供者によって入力されたり、
又は配送商品ごとに予め設定されてもよい。サービス端末１５０から配送商品の在庫に関
する情報を受信したサーバ１１０は、配送者が配送商品を受領する受領位置及び受領時間
に関する情報を算出し、受領位置及び受領時間に関する情報をエージェント端末１４０に
送信する。
【００３６】
　図２は、一実施形態によりおまとめ配送のための最適配送経路を決定する過程を説明す
るためのフローチャートである。
【００３７】
　一実施形態により、おまとめ配送のための最適配送経路を決定する配送情報処理方法は
サーバに備えられた処理部によって行う。
【００３８】
　図２を参照すると、ユーザから配送が求められた配送商品が複数である場合におまとめ
配送を行う状況を仮定する。以下、おまとめ商品は、複数の配送商品のうち共にまとめて
配送される商品を意味する。
【００３９】
　ステップ２１０において、サーバは、複数の配送商品に対する属性情報及び複数の配送
商品が配送される位置情報を受信する。複数の配送商品は、商品販売サーバに登録された
商品のうちユーザによって配送が求められた商品を意味する。
【００４０】
　ここで、属性情報は、複数の配送商品の重さ及び体積に関する情報を含む。属性情報は
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、商品販売店又は商品保管所にあるサービス提供者によって入力されたり、配送商品ごと
に予め設定されてもよい。位置情報は、ユーザが配送商品を受信することを希望する位置
に関する情報を含んでもよい。
【００４１】
　ステップ２２０において、サーバは、少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報及
び少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報を受信する。
【００４２】
　ここで、領域情報は、少なくとも１つの配送者が商品配送を実行できるものと予め設定
された配送可能領域に関する情報を含んでもよい。例えば、領域情報は、行政区域に基づ
いて設定されたり、又は一定面積を有する図形により設定されたり、配送者によって設定
された任意的な形態の領域に設定されてもよい。
【００４３】
　積載情報は、少なくとも１つの配送者の運送手段（ｖｅｈｉｃｌｅ）に積載される重さ
及び体積に関する情報を含んでもよい。運送手段は、配送者が商品を配送するために用い
る移動装置として、例えば、バイク（ｍｏｔｏｒｃｙｃｌｅ）、小型トラック、大型トラ
ックなどを含んでもよい。積載情報は、配送者の運送手段に基づいて設定されてもよい。
【００４４】
　一例として、サーバは、配送者のエージェント端末から領域情報及び積載情報を受信し
てもよい。ここで、サーバは、出動したと判断された配送者の領域情報及び積載情報を受
信してもよい。または、サーバは、出動したと判断された配送者の識別情報を受信するこ
とで、サーバに含まれたデータベースから配送者の領域情報及び積載情報を確認してもよ
い。出動したと判断する過程については図１０を参照して後述する。
【００４５】
　ステップ２３０において、サーバは、属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報に
基づいて（ｉ）複数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）少なくとも１
つの配送者のうちおまとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）最適配送者がおまとめ
商品を配送できる少なくとも１つの候補配送経路を決定する。
【００４６】
　サーバは、決定されたおまとめ商品が最適配送者の運送手段に積載できる重さ及び体積
を超過しないように複数の配送商品のうちおまとめ商品を決定する。言い換えれば、おま
とめ商品の重さが最適配送者の運送手段に積載できる重さを超過することなく、おまとめ
商品の体積が最適配送者の運送手段に積載できる体積を超過しないように、サーバは複数
の配送商品のうちおまとめ商品を決定してもよい。
【００４７】
　サーバは、おまとめ商品が配送される位置が最適配送者の配送可能領域に含まれるよう
、複数の配送商品のうちおまとめ商品を決定する。言い換えれば、おまとめ商品は、複数
の配送商品のうち配送される位置が最適配送者の配送可能領域に含まれた商品から決定さ
れてもよい。
【００４８】
　サーバは、おまとめ商品の準備時間、最適配送者がおまとめ商品を受領する受領位置、
おまとめ商品に関する配送許容時間、及びおまとめ商品が配送されるときの交通情報のう
ち少なくとも１つを用いて、少なくとも１つの配送者のうち最適配送者を決定する。おま
とめ商品の準備時間は、おまとめ商品が商品販売店又は商品保管所で準備されるためにか
かる時間を意味する。
【００４９】
　配送許容時間は、一般的にユーザによって許容される商品を配送するためにかかる時間
を意味する。配送許容時間は、配送商品の種類に応じて商品ごとに設定されてもよい。例
えば、配送商品が調理されるイタリアン食べ物である場合の配送許容時間は、配送商品が
コーヒーである場合の配送許容時間よりも長い。配送許容時間は、配送を要求したユーザ
からクレームが受け付けられたかの有無に応じて設定される。配送許容時間を決定する具
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体的な方法については、韓国特許番号ＫＲ１０－１４５８７２３号に記載された方法が適
用されているため、より詳しい事項は省略する。
【００５０】
　サーバは、最適配送者がおまとめ商品を受領する受領位置、おまとめ商品が配送される
位置、及び最適配送者の位置を用いて少なくとも１つの候補配送経路を決定してもよい。
サーバは、受領位置とおまとめ商品が配送される位置を様々に組み合わせさせることで、
最適配送者の位置から始まる少なくとも１つの候補配送経路を決定してもよい。
【００５１】
　ステップ２４０において、サーバは、少なくとも１つの候補配送経路に対する最適配送
者の移動距離及び最適配送者の予想待機時間を考慮して、少なくとも１つの候補配送経路
のうち最適配送者がおまとめ配送するための最適配送経路を決定する。ここで、移動距離
は、候補配送経路に沿って最適配送者が移動しなければならない距離を意味し、予想待機
時間は、最適配送者が商品販売店又は商品保管所でおまとめ商品の受領のために待機する
時間を意味する。
【００５２】
　サーバは、移動距離及び予想待機時間に基づいて少なくとも１つの候補配送経路に対す
る予想満足度を算出する。予想満足度は、当該の少なくとも１つの候補配送経路により配
送した時のユーザ満足度を意味する。
【００５３】
　サーバは、おまとめ商品及び最適配送経路に関する情報を含む配送情報を最適配送者の
エージェント端末に送信する。
【００５４】
　図３は、一実施形態により、おまとめ配送を配送する最適配送者を決定する例示的な過
程を説明するための図である。
【００５５】
　一実施形態により少なくとも１つの配送者のうち、おまとめ配送を配送する最適配送者
は次のような過程によって決定されてもよい。
【００５６】
　まず、ステップ３１０において、サーバは配送者ごとのスコアを算出するとき考慮する
要素を選定する。例えば、サーバは、おまとめ商品を受領する受領位置、おまとめ商品の
準備時間、配送許容時間、及び交通情報のうち少なくとも１つをスコアを算出するとき考
慮する要素として決定してもよい。実施形態によって配送者の位置、最適配送経路、配送
者の運送手段などもスコアを算出するとき考慮する要素として決定される。
【００５７】
　ステップ３２０において、サーバは、決定された要素に基づいておまとめ商品をユーザ
に配送する少なくとも１つの配送者のスコアを算出する。図３に示された配送者中には、
運送手段がバイクである第１配送者のスコアが最も高い。
【００５８】
　ステップ３３０において、サーバは、最もスコアが高い第１配送者を最適配送者として
決定する。サーバは、最適配送者の第１配送者のエージェント端末に配送情報を伝達する
。
【００５９】
　図４～図６は、一実施形態によりおまとめ商品が配送されることができる少なくとも１
つの候補配送経路のうち、最適配送経路を決定する例示的な過程を説明するための図であ
る。
【００６０】
　図４及び図５では、配送者Ｄが複数のおまとめ商品Ｐ１、Ｐ２を複数のユーザＵ１、Ｕ
２に配送する状況を仮定する。
【００６１】
　図４に示された地図に配送者Ｄ、第１おまとめ商品Ｐ１、第１ユーザＵ１、第２おまと
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め商品Ｐ２、第２ユーザＵ２の位置が表示されている。ここで、配送者Ｄは、おまとめ商
品Ｐ１、Ｐ２をユーザＵ１、Ｕ２に配送する配送者として、図３で最適配送者として決定
された配送者を意味する。第１おまとめ商品Ｐ１は第１ユーザＵ１が配送を要求した商品
を意味し、第２おまとめ商品Ｐ２は第２ユーザＵ２が配送を要求した商品を意味する。
【００６２】
　これにより、第１おまとめ商品Ｐ１の位置は配送者Ｄが第１おまとめ商品Ｐ１を受領す
る位置を意味し、第２おまとめ商品Ｐ２の位置は配送者Ｄが第２おまとめ商品Ｐ２を受領
する位置を意味する。第１ユーザＵ１の位置は第１おまとめ商品Ｐ１が配送される位置を
意味し、第２ユーザＵ２の位置は第２おまとめ商品Ｐ２が配送される位置を意味する。言
い換えれば、配送者Ｄは第１おまとめ商品Ｐ１を第１ユーザＵ１に配送し、第２おまとめ
商品Ｐ２を第２ユーザＵ２に配送する。
【００６３】
　図５に示すテーブルには図４に示す配送者Ｄ、第１おまとめ商品Ｐ１、第１ユーザＵ１
、第２おまとめ商品Ｐ２、第２ユーザＵ２の位置に基づいて決定された候補配送経路が表
示されている。
【００６４】
　候補配送経路は、第１おまとめ商品Ｐ１、第１ユーザＵ１、第２おまとめ商品Ｐ２、第
２ユーザＵ２の位置に関する様々な組合せに基づいて生成されてもよい。ただし、候補配
送経路は（ｉ）配送者Ｄから始めて、（ｉｉ）第１おまとめ商品Ｐ１が第１ユーザＵ１よ
りも先であり、（ｉｉｉ）第２おまとめ商品Ｐ２が第２ユーザＵ２よりも先である条件を
満足する必要がある。
【００６５】
　サーバは、候補配送経路に対する配送者Ｄの移動距離及び配送者Ｄの予想待機時間を考
慮して候補配送経路に対する予想満足度を算出する。
【００６６】
　図５で例示的に示すように、他の候補配送経路と比較して移動距離が短くても予想待機
時間が長ければ、当該の候補配送経路の予想満足度は他の候補配送経路より高い値を有し
ないことがある。
【００６７】
　例えば、第１候補配送経路は最も短い移動距離を有する。ただし、配送者Ｄが受領位置
に到達する時間とおまとめ商品Ｐ１、Ｐ２の準備時間を考慮した予想待機時間は最も長い
。このような移動距離と予想待機時間を考慮するとき、第１候補配送経路は最も高い予想
満足度を有することができない。第６候補配送経路は最も短い移動距離を有しない。ただ
し、配送者Ｄが受領位置に到達する時間とおまとめ商品Ｐ１、Ｐ２の準備時間を考慮した
予想待機時間は最も短い。このような移動距離と予想待機時間を考慮するとき、第６候補
配送経路は最も高い予想満足度を有し、最適配送経路として決定されてもよい。
【００６８】
　図６では、配送者Ｄがおまとめ商品Ｐを複数のユーザＵ１、Ｕ２、Ｕ３に配送する状況
を仮定する。
【００６９】
　図６に示された地図に配送者Ｄ、おまとめ商品Ｐ、複数のユーザＵ１、Ｕ２、Ｕ３の位
置が表示されている。ここで、おまとめ商品Ｐは同じサービス提供者によって提供される
商品であって、複数のユーザＵ１、Ｕ２、Ｕ３が配送を要求した商品を意味する。
【００７０】
　ここで、候補配送経路は、おまとめ商品Ｐ、第１ユーザＵ１、第２ユーザＵ２及び第３
ユーザＵ３の位置に関する様々な組合せに基づいて生成されてもよい。ただし、候補配送
経路は（ｉ）配送者Ｄから始めて、（ｉｉ）おまとめ商品Ｐが第１ユーザＵ１、第２ユー
ザＵ２、第３ユーザＵ３よりも先である条件を満足する必要がある。サーバは、候補配送
経路に対する配送者Ｄの移動距離及び配送者Ｄの予想待機時間を考慮して、候補配送経路
に対する予想満足度を算出する。サーバは、候補配送経路のうち最大の予想満足度を有す
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る候補配送経路を最適配送経路として決定する。
【００７１】
　図７は、一実施形態によりユーザによって設定された希望配送時間に商品が配送される
ように配送情報を送信する過程を説明するためのフローチャートである。
【００７２】
　一実施形態により、希望配送時間に商品が配送される配送情報処理方法はサーバに備え
られた処理部によって行われる。
【００７３】
　図７に示すように、ユーザから配送商品に対する希望配送時間情報が受信された場合に
適時配送を行う状況を仮定する。
【００７４】
　ステップ７１０において、サーバは、商品販売サーバから配送商品に対する希望配送時
間情報及び配送商品が配送される位置情報を受信する。
【００７５】
　ステップ７２０において、サーバは、配送商品をユーザに配送する配送者が配送商品を
受領する受領位置をステップ７１０で決定された位置情報に基づいて決定する。受領位置
は、配送者が配送商品を受領する位置を意味し、例えば、商品販売店又は商品保管所であ
ってもよい。
【００７６】
　例えば、サーバは、少なくとも１つの商品販売店及び商品保管所の位置のうち、配送商
品が配送される位置に最も近い位置を受領位置として決定してもよい。または、サーバは
、少なくとも１つの商品販売店及び商品保管所の位置から配送商品が配送される位置まで
の交通情報及び配送経路のうち少なくとも１つをさらに考慮して受領位置を決定してもよ
い。ここで、交通情報は、少なくとも１つの商品販売店及び商品保管所の位置から位置情
報に含まれた配送商品が配送される位置まで、道路の渋滞状況、事故有無、制限速度など
に関する情報を含んでもよい。配送経路は、少なくとも１つの商品販売店及び商品保管所
の位置から位置情報に含まれた配送商品が配送される位置まで経路の距離などに関する情
報を含んでもよい。
【００７７】
　ステップ７３０において、サーバは、受領位置に関する情報、希望配送時間情報、及び
位置情報に基づいて配送者のエージェント端末に配送商品に対する配送情報を送信する最
適時間を決定する。サーバは、配送者が受領位置まで移動するためかかる時間情報、配送
者が受領位置から配送商品が配送される位置に移動するためにかかる時間情報、配送者が
配送を行うときの交通情報のうち少なくとも１つをさらに考慮して最適時間を決定しても
よい。
【００７８】
　サーバは、最適時間の決定により、配送者が配送商品を希望配送時間にユーザへ配送で
きるように制御する。例えば、サーバは、希望配送時間から配送者が受領位置まで移動す
るためにかかる時間、及び配送者が受領位置から配送商品が配送される位置に移動するた
めにかかる時間だけの時間を算出して最適時間を決定する。ここで、サーバは、配送者の
現在の位置、受領位置に関する情報と交通情報を用いて希望配送時間から配送者が受領位
置まで移動するためにかかる時間を算出してもよい。サーバは、受領位置に関する情報、
位置情報と交通情報を用いて受領位置から配送商品が配送される位置に移動するためにか
かる時間を算出する。
【００７９】
　ステップ７４０において、サーバは、最適時間にエージェント端末に配送情報を送信す
る。
【００８０】
　図８は、他の一実施形態によりユーザによって設定された希望配送時間に商品が配送さ
れる過程を説明するためのフローチャートである。
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【００８１】
　他の一実施形態により、希望配送時間に商品が配送される配送情報処理方法は、サーバ
に備えられた処理部によって行われる。
【００８２】
　ステップ８１０において、サーバは、ユーザ端末から送信された注文情報を受信する。
注文情報には、ユーザ情報及び配送商品情報のうち少なくとも１つだけではなく、希望配
送時間情報が含まれてもよい。
【００８３】
　ステップ８２０において、サーバは、希望配送時間に配送が可能であるか否かを判断す
る。例えば、サーバは、注文情報に基づいて配送商品が配送される位置で希望配送時間に
商品を配送できるか否かを判断する。ここで、サーバは、注文情報に含まれた配送商品が
配送される位置情報、配送者が配送商品を受領する受領位置に関する情報、配送経路に関
する情報、配送商品に関する希望配送時間情報などを考慮して希望配送時間に配送が可能
であるか否かを判断する。
【００８４】
　ステップ８３０において、希望配送時間に配送が可能であると判断された場合、サーバ
は配送者が配送商品を受領する受領位置を決定する。
【００８５】
　ステップ８４０において、決定された受領位置に配送商品がない場合、サーバは、配送
商品を保管している商品保管所のサービス端末に受領位置に関する情報を送信する。商品
保管所のサービス提供者は、受領位置に関する情報に基づいて保管している配送商品を受
領位置に移動させる。他の例として、決定された受領位置に配送商品がある場合にステッ
プ８４０は省略する。
【００８６】
　ステップ８５０において、サーバは、受領位置に関する情報、希望配送時間情報、及び
位置情報に基づいて配送者のエージェント端末に配送商品に対する配送情報を送信する最
適時間を決定する。
【００８７】
　ステップ８６０において、サーバは、最適時間にエージェント端末に配送情報を送信す
る。
【００８８】
　ステップ８７０において、ユーザに配送商品が配送された場合、サーバは、配送商品の
配送に関する履歴情報に基づいて、サーバで用いられるモデルをアップデートする。サー
バは、アップデートされたモデルを用いて様々な判断及び決定を下すことができる。例え
ば、サーバは、アップデートされたモデルを用いて最適時間を決定する。さらに、サーバ
は、アップデートされたモデルを用いて希望配送時間に配送が可能であるか否かを判断し
たり、受領位置を決定してもよい。
【００８９】
　ステップ８８０において、希望配送時間に配送が不可能であると判断される場合、サー
バは、希望配送時間に配送が不可能であるメッセージをユーザ端末に送信し、一般配送（
例えば、翌日配送）を用いて配送商品を配送する。
【００９０】
　図８に示された各ステップには、図７を参照して前述した事項が適用されているため、
より詳細な説明は省略する。
【００９１】
　図９は、更なる一実施形態により希望配送時間に商品が配送される例示的な過程を説明
するための図である。
【００９２】
　図９を参照すると、配送情報処理方法を行うサーバ９１０、商品販売サーバ９２０、ユ
ーザ端末９３０、エージェント端末９４０、配送者９４１、第１サービス端末９５０、物
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流倉庫９５１、第２サービス端末９６０、中間支局９６１を示している。
【００９３】
　商品販売サーバ９２０は、登録された１つ以上の商品を含むリストをユーザ端末９３０
に提供する。ユーザ端末９３０は、リストに含まれた商品に関する注文情報を商品販売サ
ーバ９２０に伝達する。ユーザが当日配送を所望する場合、ユーザ端末９３０は、当日配
送を要求する情報を注文情報に含めて商品販売サーバ９２０に伝達する。ここで、当日配
送とは、ユーザ端末９３０が注文情報を伝達した同じ日に注文情報に含まれた商品を配送
することを意味する。
【００９４】
　商品販売サーバ９２０は、配送情報を処理するサーバ９１０に注文情報を送信する。サ
ーバ９１０は、注文情報に基づいて配送商品が配送される位置で当日配送が可能であるか
否かを判断し、判断結果を商品販売サーバ９２０に送信する。もし、当日配送が可能であ
れば、サーバ９１０は、配送可能な具体的な時間帯に関する情報も判断結果と共に商品販
売サーバ９２０に送信してもよい。
【００９５】
　もし、当日配送が可能な場合、商品販売サーバ９２０は、ユーザ端末９３０に希望配送
時間情報を要求してもよい。ユーザ端末９３０は、配送が可能な具体的な時間帯内に設定
された希望配送時間情報を商品販売サーバ９２０に送信する。商品販売サーバ９２０は、
希望配送時間情報をサーバ９１０に伝達する。
【００９６】
　サーバ９１０は、注文情報に含まれた位置情報に基づいて配送商品をユーザに配送する
配送者９４１が配送商品９７０を受領する受領位置を決定する。例えば、サーバ９１０に
よって中間支局９６１が受領位置として決定された場合、サーバ９１０は、配送商品９７
０を保管している物流倉庫９５１の第１サービス端末９５０に受領位置に関する情報を送
信してもよい。
【００９７】
　配送商品９７０は、第１サービス端末９５０に受信された受領位置に関する情報に基づ
いて中間支局９６１に移動する。配送商品９７０が中間支局９６１に移動した場合、第２
サービス端末９６０は、配送商品９７０の到着を通知する情報をサーバ９１０に送信する
。
【００９８】
　サーバ９１０は、中間支局９６１の位置に関する情報、希望配送時間情報、及び位置情
報に基づいてエージェント端末９４０に配送商品に対する配送情報を送信する最適時間を
決定してもよい。サーバ９１０は、決定された最適時間に配送情報をエージェント端末９
４０に送信してもよい。
【００９９】
　配送者９４１は、エージェント端末９４０に受信された配送情報に基づいて中間支局９
６１で受領した配送商品９７０をユーザに配送してもよい。
【０１００】
　ユーザに配送商品９７０が配送された場合、エージェント端末９４０は、配送に関する
履歴情報をサーバ９１０に送信する。ここで、履歴情報は、配送商品が配送される過程に
関するヒストリーを意味する。例えば、履歴情報は、中間支局９６１で配送者９４１が配
送商品９７０を受領した時間、配送者９４１が配送商品９７０をユーザに配送した時間な
どに関する情報を含んでもよい。
【０１０１】
　サーバ９１０は、履歴情報に基づいてサーバ９１０で用いられるモデルをアップデート
する。
【０１０２】
　図１０は、一実施形態により配送者の出動有無を確認する過程を説明するためのフロー
チャートである。
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【０１０３】
　一実施形態により配送者の出動有無を確認する方法は、サーバに備えられた処理部によ
って行われる。
【０１０４】
　ステップ１０１０において、サーバは、配送商品をユーザに配送する配送者の位置情報
及び時間情報を確認する。例えば、サーバは、配送者のエージェント端末から配送者の位
置情報及び時間情報を受信してもよい。ここで、時間情報は、配送者の位置を示す位置情
報とマッチングされることにより、マッチングされた位置における時間に関する情報を意
味する。他の一例として、位置情報が特定周期ごとにサーバに送信される場合、時間情報
は特定周期に関する情報を含んでもよい。
【０１０５】
　ステップ１０２０において、サーバは、位置情報及び時間情報に基づいて配送者の移動
速度を決定する。サーバは、時間に応じる位置の変化量を算出することによって配送者の
移動速度を決定する。
【０１０６】
　ステップ１０３０において、サーバは、配送者の移動速度と配送者の出動有無をチェッ
クするための閾値速度を比較することで、移動速度が閾値速度を超過するか否かを判断す
る。
【０１０７】
　ステップ１０４０において、移動速度が閾値速度を超過すると判断された場合、サーバ
は、出動したと判断された配送者のエージェント端末に出動通知又は配送情報を送信する
。例えば、エージェント端末は、サーバから受信した出動通知又は配送情報を表示しても
よい。
【０１０８】
　サーバは、エージェント端末から出動通知又は配送情報に対する応答として出動の取消
しに対する要求を受信する。サーバは、出動の取消しに対する要求に応じて配送者に対す
る出動確認を取り消すことができる。
【０１０９】
　図１１は、一実施形態により、ユーザによって設定された希望配送時間に応じておまと
め配送が行われる過程を説明するためのフローチャートである。
【０１１０】
　配送情報を処理する方法は、サーバに備えられた処理部によって行われる。
【０１１１】
　図１１では、ユーザから配送が求められた配送商品が複数であり、ユーザから配送商品
に対する希望配送時間情報が受信された場合におまとめ配送と適時配送を共に行う状況を
仮定する。
【０１１２】
　ステップ１１１０において、サーバは、複数の配送商品に対する属性情報及び複数の配
送商品が配送される位置情報、配送商品に対する希望配送時間情報を受信する。
【０１１３】
　ステップ１１２０において、サーバは、少なくとも１つの配送者が配送できる領域情報
及び少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報を受信する。
【０１１４】
　ステップ１１３０において、サーバは、属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報
に基づいて複数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品及び少なくとも１つの配送者
のうちおまとめ商品を配送する最適配送者を決定する。
【０１１５】
　ステップ１１４０において、サーバは、配送商品をユーザに配送する配送者が配送商品
を受領する受領位置を位置情報に基づいて決定する。
【０１１６】
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　ステップ１１５０において、サーバは、少なくとも１つの候補配送経路に対する最適配
送者の移動距離及び最適配送者の予想待機時間を考慮して、少なくとも１つの候補配送経
路のうち最適配送者がおまとめ配送するための最適配送経路を決定する。
【０１１７】
　ステップ１１６０において、サーバは、受領位置に関する情報、希望配送時間情報、及
び位置情報に基づいて配送者のエージェント端末に配送商品に対する配送情報を送信する
最適時間を決定する。
【０１１８】
　ステップ１１７０において、サーバは、最適時間にエージェント端末に配送情報を送信
する。
【０１１９】
　図１１に示された各ステップには、図１～図１２を参照して前述した事項がそのまま適
用されているため、より詳細な説明は省略する。
【０１２０】
　図１２は、一実施形態により配送情報処理方法を行う装置の細部構成を示す図である。
【０１２１】
　一実施形態により配送情報処理方法を行うサーバ１２００は、通信部１２１０及び処理
部１２２０を含む。図２に示されたサーバ１２００は一実施形態を説明するためのもので
あり、サーバ１２００は、他の構成要素をさらに含んだり、図２に示された構成要素を他
の構成要素に代替してもよい。
【０１２２】
　通信部１２１０は、１つ以上の他の電子装置と通信を行う。通信部１２１０は、ユーザ
端末、商品販売サーバ、エージェント端末、サービス端末のうち少なくとも１つと通信を
行ってもよい。
【０１２３】
　通信部１２１０は、商品販売サーバに登録された商品のうち配送が求められた複数の配
送商品に対する属性情報及び複数の配送商品が配送される位置情報を受信してもよい。通
信部１２１０は、複数の配送商品をユーザに配送する少なくとも１つの配送者が配送でき
る領域情報、及び少なくとも１つの配送者がおまとめ配送できる積載情報を受信してもよ
い。
【０１２４】
　処理部１２２０は、通信部１２１０を用いて受信した情報に基づいて配送に関する情報
を処理する。
【０１２５】
　処理部１２２０は、属性情報、位置情報、領域情報、及び積載情報に基づいて（ｉ）複
数の配送商品のうち共に配送するおまとめ商品、（ｉｉ）少なくとも１つの配送者のうち
おまとめ商品を配送する最適配送者、（ｉｉｉ）最適配送者がおまとめ商品を配送できる
少なくとも１つの候補配送経路を決定してもよい。処理部１２２０は、少なくとも１つの
候補配送経路に対する最適配送者の移動距離及び最適配送者の予想待機時間を考慮して、
少なくとも１つの候補配送経路のうち最適配送者がおまとめ配送するための最適配送経路
を決定してもよい。
【０１２６】
　または、通信部１２１０は、商品販売サーバから配送商品に対する希望配送時間情報及
び配送商品が配送される位置情報を受信する。通信部１２１０は、処理部１２２０で決定
された最適時間にエージェント端末に配送情報を送信してもよい。
【０１２７】
　処理部１２２０は、位置情報に基づいて配送商品をユーザに配送する配送者が配送商品
を受領する受領位置を決定してもよい。処理部１２２０は、受領位置に関する情報、希望
配送時間情報、及び位置情報に基づいて配送者のエージェント端末に配送商品に対する配
送情報を送信する最適時間を決定する。
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　または、通信部１２１０は、配送商品をユーザに配送する配送者の位置情報と時間情報
を受信してもよい。通信部１２１０は、処理部１２２０で出動したと判断される配送者の
エージェント端末に出動通知又は配送情報を送信してもよい。
【０１２９】
　処理部１２２０は、位置情報と時間情報に基づいて配送者の移動速度を決定し、配送者
の移動速度と配送者の出動有無をチェックするための閾値速度とを比較してもよい。処理
部１２２０は、配送者の移動速度が閾値速度を超過する場合、配送者が出動したと判断す
る。
【０１３０】
　図１２に示された各構成要素には、図１～図１１を参照して前述した事項がそのまま適
用されているため、より詳細な説明は省略する。
【０１３１】
　本発明の実施形態に係る方法は、多様なコンピュータ手段を介して様々な処理を実行す
ることができるプログラム命令の形態で実現され、コンピュータで読取可能な記録媒体に
記録されてもよい。コンピュータ読取可能な媒体は、プログラム命令、データファイル、
データ構造などのうち１つまたはその組合せを含んでもよい。媒体に記録されるプログラ
ム命令は、本発明の目的のために特別に設計されて構成されたものでもよく、コンピュー
タソフトウェア分野の技術を有する当業者にとって公知のものであり、使用可能なもので
あってもよい。コンピュータ読取可能な記録媒体の例としては、ハードディスク、フロッ
ピー（登録商標）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのよ
うな光記録媒体、光ディスクのような光磁気媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモ
リなどのようなプログラム命令を保存して実行するように特別に構成されたハードウェア
装置が含まれてもよい。プログラム命令の例には、コンパイラによって作られるような機
械語コードだけでなく、インタープリタなどを用いてコンピュータによって実行できる高
級言語コードが含まれる。前記したハードウェア装置は、本発明の動作を行うために１つ
以上のソフトウェアモジュールとして動作するように構成されてもよく、その逆も同様で
ある。
【０１３２】
　上述したように、本発明を限定された実施形態と図面によって説明したが、本発明は、
上記の実施形態に限定されることなく、本発明が属する分野における通常の知識を有する
者であれば、このような実施形態から多様な修正及び変形が可能である。
【０１３３】
　したがって、本発明の範囲は、開示された実施形態に限定されるものではなく、特許請
求の範囲だけではなく特許請求の範囲と均等なものなどによって定められるものである。
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